
平成３０年１２月１４日 

 

 

議 員 各 位 

 

 

                       産業厚生常任委員会 

                       委員長  西 岡 克 之 

 

 

委 員 長 報 告 書 

 

 

産業厚生常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定

により報告いたします。 

 

１.審査期間：平成３０年１２月１０日 

 

２.付託された議案等 

議案番号 件        名 結 果 

７１ 平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
全会一致 

可  決 

７２ 平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算(第１号) 
全会一致 

可  決 

 



議案第７１号 平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）        

 

 

 

 

 

 

 

【提案理由の概要】 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，２５７万 3千円を増額し、補正後の総額を４０億 

３，６７２万４千円とするもので、歳入では、保健財政基盤安定繰入金及び財政安定化支援 

事業繰入金の額の確定による計上。歳出では、予備費において同額を計上し収支の調整を 

行うもの。 

 

 

 

【主な質疑】 

質疑 その他の繰入金は法定外繰入ではないのか。 

答弁 その他の繰入金は財政安定化対策事業分で法定外繰入ではない。 

 

 

 

 

 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 査 日  平成３０年１２月１０日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長  志田健康保険課長 その他関係職員 

 



議案第７２号 平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号）  

 

 

 

 

 

 

 

【提案理由の概要】 

今回の補正は人事異動によるもの及び人事院勧告に伴う職員給与等の増額によるもので、収益

的支出の１款１項営業費用及び議会の議決を経なければ流用することのできない経費の金額を

それぞれ４１０万９千円増額し、補正後の下水道事業費用を９億９，９６３万８千円とするもの。 

 

 

 

 

 

 

【主な質疑】 

質疑 増員の１名は、どのような職員か。 

答弁 正規職員を配置いただいている。 

 

 

 

 

 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 

審 査 日  平成３０年１２月１０日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  濵水道局長 山崎下水道課長 その他関係職員 

 


